
  

 

 

 

 

子供たちにとっては，2年ぶりの長い夏休みでした。極端に暑くなったり長雨が続いたりしまし

たが，久しぶりにゆっくりと時間を使えたのではないでしょうか。  

８月２０日頃から随時学校が再開され，教育・福祉・保育の関係機関も一気に動き出したように

思われます。夏休み明けは，保護者にとっても子供たちにとっても不安が高まってくるものです。

加えて，コロナ感染症の対応に頭を悩ませている方々も多いのではないでしょうか。 

子供相談支援センターにも，離乳食やイヤイヤ期に関すること，宿題や課題の進め方，ゲームや

SNS においてのトラブルに関することなど多くの電話相談が寄せられています。今後とも市民の

皆様の心が少しでも軽くなるよう相談業務を行っていきますので，つないでいただけると幸いです。 

 

青少年指導係 相談支援係 

０２２－２１４－８８４８ ０２２－２１４－８６０２ 

□街頭指導活動 

１ 中央街頭指導 

 ・当センター指導員と，委嘱を受けた青少年 

指導員（教員，PTA，民生委員，保護司等） 

で巡回します。 

・仙台中心部繁華街，地下鉄泉中央及び長町 

駅周辺を巡回 

・状況に応じて，以下のカードを渡すことが

あります 

①ふれあいカード   ②子相カード 

 

 

 

 

 

 

 

２ 中学校区街頭指導 

・市内６４中学校区内において，青少年指導

員が月 1回程度，校区内を巡回しています。 

□ヤングテレホン相談 

・フリーダイヤル 24時間 365日対応 

□子育て何でも電話相談 

・月～金 8:30～17:00 

 

□子どもメール相談 

□面談相談 

□ふれあい広場・就労支援活動 

・不登校や引きこもりに対する居場所づくり 

・見学も随時できますので，連絡をください 

・月～金 9:30～16:00開所  

・サテライトも 3ヶ所あります 

□青少年健全育成団体の支援 

・仙台市児童・青少年健全育成推進会議他 

https://www.growing-up-sendai.com/ を参照 

          

子供相談支援センター            

所長 大友 重明 

仙台市青葉区錦町 1-3-9  

℡022-214-8602(相談支援係) 

022-214-8848(青少年指導係) 

第 138 号 令和 3年 9月 3日 

 

 

見守りしていたことを伝え， 

注意喚起のために渡します。 

相談業務や居場所支援の紹

介のために渡します。 



 

 

～子育てに生かす家族のコミュニケーション～ 

  家庭で子供と接していく中で対応や声掛けに戸惑ったり，身近な所に相談相手がいなかっ 

たりして子育てに悩まれる保護者がいる現状を踏まえるとともに，今日的話題として，発達に 

特性のあるお子さんの支援や，コロナ禍において心の不調を訴えるお子さんの実態について

講話をしていただけます。保護者，学校や関係機関の方にぜひ聞いていただきたい内容にな

っています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～子育てセミナー～ 

 

＊二つのセミナーとも，この時代に合った課題について分かりやすく説明していただける人

気の先生方をお迎えしています。別紙のチラシに詳細が記入してありますので，奮って申し込

みください。 

＊座席間隔，常時喚起，手指消毒などコロナ感染症対策を十分に実施しお待ちしております。

しかし，感染の状況に応じて，両セミナーとも中止にすることがありますので，あらかじめ御了

承ください。  

令和３年１０月 ５日（火）午後６時３０分～午後８時 

「コロナ禍による子どもの心の不調と家族の支え」 

高橋メンタルクリニック 臨床心理士 菱沼 正志 氏 

令和３年１０月２５日（月）午後６時３０分～午後８時１０分 

「発達に特性のある子どもの理解」 

宮城教育大学 教授 植木田 潤 氏 

令和３年１０月 ４日（月）午後６時２０分～午後８時 

「子どもの成長と家族のシアワセ～最高のコミュニケーションとは～」 

          文教大学 教授 布柴 靖枝 氏 

 

 


